
県

利用状況等

H15 H16 H17 利用者負担(利用料金)等

34,844 36,136 40,023 大人 無料

20,746 22,905 24,728 高校・大学生 無料

14,098 13,231 15,295 小・中学生 無料

・ＧＰＳを利用したクマの行動調査事業（ツキノワグマ広域調査事業関連調査）

・ブナ科樹木の堅果生産量把握に関する研究（ツキノワグマ広域調査事業関連調査）

利用状況の ・鳥獣害のない里づくり関連事業

推移 　鳥獣害対策の基礎資料とするため、関連する各種情報を分析。

・三方五湖の水草調査

　ヨシやマコモ、ヒシなどの水草帯（植生帯）の分布範囲を調査。

入館料

　平成１７年度については、本館において６月２５日～８月２０日までの間、「間近で見よう　ふくいの野
鳥」剥製・写真展を開催し、また、観察棟においては、夏休み期間中に従来の土曜日に加えて、金曜日
にも天体観望会を開催したことから、平成１６年度より全体で約３，８００人の利用者増となりました。

　
事
業
実
績

自然保護センターで行っている事業

　　展  示  事  業　　　自然保護に関する情報や調査研究、資料収集の成果を公開

　　資料収集事業　　　自然に関する標本や文献、視聴覚資料等の収集保管

　　指導普及事業　　　自然を学び、自然と共存しようとする動機付けの場の提供
                              （自然観察会、天体観望会、プラネタリウム、傷病鳥獣救護等）

　　研修養成事業　　　自然保護に関心を持つ県民を養成
　　　　　　　　　　　　　　　（ナチュラリスト登録、普及誌の発行等）

　　調査研究事業　　　自然環境を把握し、保護の基礎資料とするために各種調査、研究を実施
　　　　　　　　　　　　　　　（GPSを利用したクマの行動調査、ブナ科樹木の堅果生産量把握に関する
　　　　　　　　　　　　　　　　研究、渡り鳥保全調査、三方五湖の水草調査等）

ツキノワグマの生態・行動に関する基礎的知見を得、出没予測を含む保護管理の基礎資料と
　するため、ＧＰＳテレメトリにより、その行動と空間利用を定量的に把握し、行動圏や各種
　環境因子の選好性を解析。

ツキノワグマの生息環境把握の基礎資料とするため、餌となるブナ科樹木の堅果生産量を調
　査するとともに、堅果生産量の早期予測についても検討。また、長期的・広域的な堅果生産
 量モニタリング手法を確立。

１
７
年
度
調
査
研
究

平成２年７月１２日

施設管理主体

職員７人  非常勤嘱託２人　アルバイト２人　計１１人

福井県自然保護センター(1/2)

大野市南六呂師１６９－１１－２

展示・体験施設

概　　　　 要
（構造、面積、主な機能）

設置の目的
自然保護思想の普及を図り、もって県民の文化の向上に寄与することを目的として
います。

（本　館）木造・鉄筋コンクリート混構造３階建、地下１階、地上２階、延べ２，１１１㎡
（観察棟）鉄筋コンクリート３階建、延べ４１８㎡
（本　館）展示場、レクチャーホール、工作室
（観察棟）プラネタリウム室：定員４４名、天体観察室：８０ｃｍ反射望遠鏡

利用者数（人）

（本　館）

（観察棟）

所　 在 　地

設置年月日

施設の種類
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行政コスト計算書（平成１７年度） （単位　千円） バランスシート（平成1８年３月３１日現在） （単位　千円）

総額 構成比 前年比 施設の特徴

人件費 71,780 42.2% 97.1% 資　産 前年比 負　債 前年比 展示の目的

退職給与引当金繰入 210 0.1% -

計 71,990 42.3% 100.1%

物件費 40,732 23.9% 84.1%

維持補修費 2,468 1.5% 25.9%

減価償却費 53,572 31.5% 100.0%

計 96,772 56.9% 86.8%

公債費（利子） 1,437 0.8% 98.7% 計 690,971 93% 計 690,971 93%

その他 0 0.0% -

計 1,437 0.8% 98.7%

合　　　計 170,199 100.0% 92.0%

今後の課題

（単位　千円） （前年比）

収入 利用料等収入 9 0.0% 100.0% 100.0%

その他収入 429 0.3% 100.5% -

一般財源 169,761 99.7% 92.0% 83.1% 自然史系の類似施設の入館者数比較

　

　

取組み内容 ツキノワグマ広域調査事業

バランスシート、
行政コスト計算書の特色

・物にかかるコストが全体の５７％を占めていますが、前年比は８７％となっています。これは、
平成１７年度においては、施設の大規模修繕がなかったことによります。
・利用者１人あたりのコストについては、施設の入館者数が約１０％延びていることから、少な
くなっています。

　

　地域の自然の素晴らしさ、楽しさを発信し、広く県民の中に、自然に親しみ、
自然を大切にする心を育んできました。
　平成１４年度末に館内展示を一新し、世界的な課題となっている生物多様性
保全の問題について、重点的に取り上げています。

　さらに、利用者増を図るため、引き続きホームページやマスコミなどを利用し
た情報発信を行うとともに、県民ニーズに沿った企画内容の拡大・充実に取組
むことが課題です。

今後の事業
方針

　自然観察会、天体観望会、リーダー養成講習会、標本展示、資料収集など、
各種事業を県民ニーズを踏まえながら、着実に実施するとともに、クマ、イノシ
シ、シカ等への対策など、自然との共生に向けた今日的課題を解決するため
の調査研究を推進します。

0 円 

4,253 円 

物にかかる
コスト

425,5510

　ツキノワグマによる人身被害を防止し、人との共存を図るために、クマの行動
や生息状況、生息環境に関する情報を収集し、解析することにより、クマの出
没予測を行うとともに、専門の知識を有する職員を育成し、的確な対策を講じ
ます。

福井県自然保護センター(2/2)
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利用料等収入計 9,000 円 

利用者１人あたり平均利用料

借方

12,781流動負債

利用者１人あたりコスト

正味資産

貸方

固定負債 252,639
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利用者１人あたりのコスト負担の状況
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